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ロスビー波不安定性の新条件
New Condition for The Rossby Wave Instability
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近年の観測によって非軸対称構造を持つ原始惑星系円盤の存在が明らかになってきている。しかし、そのよう
な非軸対称構造がどのように形成されたのかは未だ明らかになっていない。円盤非軸対称構造の成因候補とし
てロスビー波不安定性が挙げられる。ロスビー波不安定性は差動回転円盤中における流体不安定であり、円盤
が動径方向に大きい勾配の構造を持っている時、非軸対称で大スケールな渦が円盤内に形成される。先行研究
によって、ロスビー波不安定性の必要条件や十分条件は提案されているが、必要十分条件は未だ知られていな
い。 
本研究において、我々は広いパラメータ空間上で線形安定性解析を行うことで、順圧流におけるロスビー波不
安定性が中立安定となるパラメータを求めた。この結果から、中立安定の時、凸性が高い背景流vortensityの
極小点に共回転半径が位置づけられることを発見した。この事実を用いることで、ロスビー波不安定性の中立
安定条件を従来より簡単な手法で求めることに成功した。さらに、ロスビー波不安定性の必要十分条件を半解
析的に求めた。我々が求めた新条件は、円盤内の動径変化が円盤スケールハイトより十分小さくなければ有効
である。今回求めた新手法や新条件が、非軸対称構造を持つ円盤観測や、ロスビー波不安定性の数値シ
ミュレーションを解釈する上で利用されることが期待される。
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